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特
別
支
援
員
の
全
校
配
置
を

学
校
と
地
域
の
連
携
の
た
め
に
は

北
会
津
地
区
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
を

  

人
材
確
保
に
向
け
効
果
的
な
手
法
検
討

  

互
い
に
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
が
重
要

  

効
果
的
な
通
学
支
援
の
あ
り
方
を
検
討

問　

地
域
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
は
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、

事
業
を
推
進
す
る
上
で
の

課
題
を
伺
い
ま
す
。

　

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問

事
業
で
は
、
保
護
者
の
都

合
等
に
よ
り
訪
問
し
て
い

な
い
家
庭
の
養
育
環
境
の

把
握
が
課
題
で
あ
り
、
乳

幼
児
一
時
預
か
り
事
業
で

あ
る
病
児
保
育
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
維
持
が
課
題
で

す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
で

は
、
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
高

齢
化
や
会
員
数
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

新
規
会
員
の
確
保
等
の
体

制
強
化
が
課
題
で
す
。

問　

特
別
支
援
員
の
役
割

と
配
置
を
伺
い
ま
す
。

　

特
別
支
援
員
は
、
障

が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
が

安
全
に
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
日

常
生
活
上
の
動
作
の
介
助

や
学
習
活
動
上
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
た
め
臨
時
職
員

と
し
て
配
置
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
小
学
校
20
名
、

中
学
校
７
名
の
計
27
名
を

配
置
し
て
い
ま
す
が
、
各

学
校
１
名
以
上
の
全
校
配

置
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

人
材
確
保
に
向
け
て
効
果

的
な
手
法
を
検
討
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽
ま
ち
の
拠
点
整
備

問　

少
子
化
が
進
む
中
、

児
童
生
徒
数
の
減
少
に
端

を
発
す
る
学
校
の
あ
り
方

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
は
地
域
住
民
と
と

も
に
学
校
の
運
営
の
あ
り

方
を
見
直
す
制
度
で
あ
り
、

住
民
自
治
の
役
割
を
持
つ

も
の
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　

地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
と
も
言
わ
れ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、

住
民
自
治
の
一
つ
の
役
割

を
持
つ
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

問　

学
校
行
事
を
地
区
主

催
と
し
て
行
え
ば
、
住
民

自
治
が
進
展
す
る
の
で
は
。

　

学
校
行
事
を
地
区
と

合
同
で
実
施
す
る
こ
と
は
、

学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
手
段
と
し
て
有

効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

問　

学
校
と
地
域
の
協

力
・
連
携
の
た
め
の
課
題

は
何
で
す
か
。

　

地
域
の
方
々
と
の
意

見
交
換
の
場
が
少
な
い
こ

と
、
地
域
住
民
や
教
職
員

が
多
忙
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
学
校
と

地
域
が
互
い
に
意
見
を
出

し
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
よ
り
、

学
校
が
抱
え
る
課
題
の
解

決
に
向
け
た
取
組
が
進
展

す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問　

北
会
津
地
区
小
学
校

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
事
業

化
に
つ
い
て
、
財
源
以
外

に
実
施
で
き
な
い
理
由
が

あ
る
の
か
認
識
を
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
実
施
で
き
な

い
理
由
が
財
源
確
保
で
あ

る
な
ら
ば
、
実
施
に
向
け

て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
認
識
を
伺

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
北
会

津
地
区
の
小
学
校
の
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
事
業
化
し
実

施
す
る
考
え
が
あ
る
の
か

認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

財
源
や
地
区
の
状
況
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て

い
な
い
他
地
区
と
の
均
衡

等
の
課
題
を
見
極
め
な
が

ら
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、

現
時
点
で
は
北
会
津
地
区

の
小
学
校
で
新
た
に
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す

が
、
今
後
の
通
学
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
実
態
に

即
し
た
効
果
的
な
方
法
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て
、
保
護
者
や

子
ど
も
た
ち
の
話
を
聞
い

て
判
断
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
通
学
支
援
に
つ
い
て

保
護
者
の
意
見
を
よ
く
聞

き
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

古
川
　
雄
一 

議
員

創
風
あ
い
づ

横
山
　
　
淳 

議
員

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

松
崎
　
　
新 

議
員

� ­ � ­ � ~ � � � =

議
案
等
の
審
査

政
策
提
言

賛
否
一
覧

審
議
結
果

討
　
　
　
論

一
般
質
問
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市
立
美
術
館
建
設
の
考
え
方
は

適
正
な
教
育
環
境
の
構
築
に
向
け
て

給
食
運
搬
業
務
委
託
を
見
直
す
べ
き

  

文
化
振
興
に
有
用
だ
が
慎
重
に
検
討

  

地
域
住
民
と
丁
寧
な
議
論
が
必
要

  

給
食
業
務
全
体
の
制
度
設
計
を
検
討  

問　

市
立
美
術
館
建
設
の

考
え
方
に
つ
い
て
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　

美
術
館
は
、
多
様
な

芸
術
文
化
や
美
術
品
を
鑑

賞
す
る
た
め
の
充
実
し
た

環
境
を
提
供
し
、
芸
術
文

化
を
振
興
、
普
及
す
る
上

で
有
用
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
建
設

お
よ
び
運
営
に
つ
い
て
は
、

多
額
の
財
政
負
担
が
生
じ

る
こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

市
立
美
術
館
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
市
民
の
理

解
と
議
論
を
深
め
る
プ
ロ

セ
ス
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

現
在
、「
ふ
れ
あ
い

美
術
展
」
や
「
あ
い
づ
ま

ち
な
か
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆

様
に
気
軽
に
芸
術
に
触
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
れ

ら
の
取
組
を
通
し
て
文
化

芸
術
に
対
す
る
意
識
の
醸

成
を
図
り
な
が
ら
、
財
政

面
を
含
め
、
建
設
お
よ
び

運
営
に
係
る
諸
条
件
を
整

理
し
、
本
市
の
文
化
振
興

に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
方

向
性
が
望
ま
し
い
の
か
、

研
究
し
て
い
く
考
え
で
す
。

問　

適
正
な
教
育
環
境
の

構
築
に
向
け
、
児
童
・
生

徒
数
の
変
化
に
お
け
る
影

響
や
通
学
区
域
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　

少
子
化
に
よ
る
学
校

の
小
規
模
化
に
伴
い
、
学

び
合
い
や
学
級
同
士
が
切

磋
琢
磨
す
る
機
会
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
学
区
域
も
今
後

見
直
し
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
学
校
が
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て

の
性
格
を
持
つ
こ
と
を
踏

ま
え
、
地
域
住
民
の
方
と

の
丁
寧
な
議
論
が
必
要
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

Ｌ※

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
へ
の

配
慮
も
含
め
、
制
服
の
自

由
選
択
制
を
導
入
す
る
学

校
が
増
え
て
い
ま
す
。
中

学
校
の
制
服
着
用
規
定
に

つ
い
て
ど
う
考
え
ま
す
か
。

　

法
的
な
根
拠
は
な
く
、

各
学
校
が
伝
統
や
慣
習
な

ど
を
踏
ま
え
定
め
て
お
り
、

制
服
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
生
徒
や
保
護
者
の
申

し
出
に
よ
り
、
そ
の
都
度

検
討
、
対
応
し
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

保
護
者
負
担
の
軽
減

策
と
し
て
制
服
を
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　

学
校
が
貸
出
用
に
制

服
を
譲
り
受
け
る
事
例
も

あ
り
、
こ
う
し
た
取
組
が

他
校
に
も
広
が
る
よ
う
に

学
校
に
働
き
か
け
ま
す
。

問　

平
成
24
年
度
に
実
施

し
た
給
食
運
搬
業
務
委
託

事
業
の
一
者
随
意
契
約

は
、
耐
用
年
数
５
年
間
で

償
却
す
る
11
台
の
車
両
損

耗
料
を
含
ん
で
い
る
。
こ

れ
で
は
現
在
の
受
託
者
が

有
利
に
な
り
、
次
回
の
入

札
で
公
正
・
公
平
・
競
争

性
が
保
た
れ
ず
委
託
料
も

増
加
す
る
と
私
は
指
摘
し

て
き
た
。
現
に
、
そ
の
後

13
台
の
車
両
代
を
算
入
し

た
競
争
入
札
を
実
施
し
た

が
、
応
募
者
は
こ
の
１
者

だ
け
で
あ
っ
た
。
13
台
の

車
両
代
約
９
７
５
０
万

円
、
さ
ら
に
一
般
管
理
費

９
７
５
万
円
は
税
金
の
無

駄
遣
い
と
な
る
。
こ
の
結
果

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の

か
。
事
業
の
制
度
設
計
を

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

競
争
性
等
の
観
点
か

ら
課
題
と
し
て
捉
え
、
複

数
年
契
約
と
す
る
等
見
直

し
を
図
り
、
入
札
お
よ
び

契
約
は
適
正
に
行
わ
れ
た

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
調
理
・
洗
浄
業
務

と
運
搬
業
務
と
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
委
託
業
務
内

容
に
つ
い
て
手
法
の
研
究

や
他
市
を
参
考
に
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

給
食
施
設
セ
ン
タ
ー
方
式

の
方
向
性
等
も
含
め
、
給

食
業
務
全
体
の
制
度
設
計

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

創
風
あ
い
づ

吉
田
　
恵
三 

議
員

創
風
あ
い
づ

小
倉
　
将
人 

議
員

夢
ク
ラ
ブ

成
田
　
芳
雄 

議
員

※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

　

性
的
少
数
者
の
総
称
の

一
つ
で
、
性
の
多
様
性
を

表
す
。

議
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平成30年度政務活動費の収支状況をお知らせします
平成30年度政務活動費会派別収支状況（図表１） （単位：円）

会　派　名
　(構成員数)

項　目

市民クラブ
( ６人）

創風あいづ
（６人）

フォーラム
会津

（５人）

社会民主党
・市民連合
（４人）

公明党
（３人）

日本共産党
会津若松
市議団

（２人)

諸派連合
（２人）

いしずえ
の会

（１人）

合計
(29人)

収

入

会派への当初

交付額(上半期)
1,260,000 1,260,000 1,050,000 840,000 630,000 420,000 420,000 210,000 6,090,000

会派への交付額

(下半期)
1,260,000 1,260,000 1,050,000 840,000 630,000 420,000 420,000 210,000 6,090,000

交付額合計
（A)　※1 2,520,000 2,520,000 2,100,000 1,680,000 1,260,000 840,000 840,000 420,000 12,180,000

支

  
出

会 

派 

で 

の 

使 

途 

別 

支 

出 

額

研究研修費 303,584 454,876 163,080 319,212 0 151,888 0 171,680 1,564,320

調 査 旅 費 1,297,657 443,760 198,596 450,019 0 0 447,798 0 2,837,830

資料作成費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資料購入費 215,493 236,528 0 103,974 79,607 26,110 100,968 0 762,680

広 報 費 0 450,749 1,076,759 490,233 319,062 180,000 0 238,723 2,755,526

広 聴 費 0 0 0 3,500 0 375,584 0 0 379,084

人　件　費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 費 94,026 92,473 8,704 167,719 17,956 12,432 1,918 3,514 398,742

要望・
陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

会派での支出額
合計 (B) 1,910,760 1,678,386 1,447,139 1,534,657 416,625 746,014 550,684 413,917 8,698,182

差し引き額
（A－B） 609,240 841,614 652,861 145,343 843,375 93,986 289,316 6,083 －

市への返還額 609,240 841,614 652,861 145,343 843,375 93,986 289,316 6,083 3,481,818

※１　交付額は議員1人当たり月額35,000円。上半期（４月から９月分）、下半期（10月から翌年３月分）の２回に分けて交付。

政務活動費の主な使途基準（図表２）
項　　目 内　　 容

研 究 研 修 費

研究会および研修会の開催や、
他団体が開催する研究会等への
参加に係る経費（会場費、講師
謝金、出席者負担金等）

調 査 旅 費
調査研究活動のために必要な先
進地調査や現地調査に係る経費

（交通費、旅費、宿泊費等）

資 料 購 入 費 調査研究活動のために必要な図
書、資料等の購入経費

広　 報　 費

調査研究活動、議会活動および
市の政策について市民に報告
し、広告宣伝するための経費

（広報紙・報告書作成経費等）

広　 聴　 費
市民からの市政や会派の政策等
に対する要望や意見を聴取する
ための経費（会場費、印刷代等）

事　 務　 費
調査研究活動のために必要な事
務経費（消耗品費、事務機器の
リース代、郵券代等）

○政務活動費とは
　政務活動費は、市政に関する調査・研究活
動に必要な経費の一部として、会派に交付さ
れ、使途基準（図表２）に基づき支出されて
います。
　収支の内容は、毎年度議長に報告し、残額が
ある場合は、市に返還することになっています。
　収支報告書の閲覧を希望される方は、議会事
務局（℡39-1323）までお問い合わせください。

○政務活動費の収支状況
　平成30 年度の政務活動費の収支状況につい
ては、図表１のとおりです。交付金額につい
ては、市議会全体で1,218 万円であり、そのう
ち未執行分の約348 万円が返還されています。
　また、政務活動費の使途の全体に占める割
合（図表３）は、調査旅費が最も多く全体の
32.6％、次いで広報費が31.7％、研究研修費が
18.0％となっています。
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28
日
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　

●
政
策
討
論
会
第
２
分
科
会

30
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

３
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
各
派
代
表
者
会
議

５
日
●
政
策
討
論
会
第
１
・
第
３
・
第
４　
　
　
　

　
　
　

分
科
会

７
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
各
派
代
表
者
会
議

13
日
●
６
月
定
例
会
（
28
日
ま
で
）

　
　

●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　

●
政
策
討
論
会
第
２
分
科
会

　
　

●
議
会
災
害
時
業
務
継
続
計
画
策
定

　
　
　

に
係
る
報
告
会

　
　

●
６
月
定
例
会
に
お
け
る
委
員
会

　
　
　

・
予
算
決
算
委
員
会
分
科
会
論

　
　
　

点
抽
出
に
係
る
事
前
打
ち
合
わ

　
　
　

せ

20
日
●
予
算
決
算
委
員
会
理
事
会

21
日
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　

●
建
設
委
員
会
協
議
会

　
　

●
政
策
討
論
会
第
２
・
第
４
分
科
会

24
日
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　

●
産
業
経
済
委
員
会
協
議
会

　
　

●
政
策
討
論
会
第
１
・
第
３
分
科
会

28
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
各
派
代
表
者
会
議

　
　

●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　

●
政
策
討
論
会
全
体
会

９
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

10
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
正
副
議
長
と
正
副
委
員
長
と
の

　
　
　

調
整
会
議

11
日
●
議
会
業
務
継
続
計
画
検
討
委
員
会

　
　

●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　

●
政
策
討
論
会
第
１
・
第
２
・
第
４

　
　
　

分
科
会

15
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　

●
政
策
討
論
会
議
会
制
度
検
討
委
員

　
　
　

会

16
日
●
政
策
討
論
会
第
１
分
科
会

17
日
●
議
会
運
営
委
員
会

18
日
●
産
業
経
済
委
員
会
協
議
会

　
　

●
政
策
討
論
会
第
３
分
科
会

19
日
●
議
会
業
務
継
続
計
画
検
討
委
員
会

25
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　

●
議
員
全
員
協
議
会

　
　

●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　

●
政
策
討
論
会
全
体
会

　
　

●
政
策
討
論
会
第
１
分
科
会

９
日
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　

●
政
策
討
論
会
第
２
分
科
会

10
日
●
議
会
業
務
継
続
計
画
検
討
委
員
会

20
日
●
議
会
業
務
継
続
計
画
検
討
委
員
会

21
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
政
策
討
論
会
第
３
分
科
会

23
日
●
政
策
討
論
会
議
会
制
度
検
討
委
員

　
　
　

会

24
日
●
政
策
討
論
会
第
４
分
科
会

●
福
岡
県
み
や
ま
市

　
「
み
や
ま
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

●
熊
本
県
合
志
市

　
「
合
志
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

●
茨
城
県
神
栖
市

　
「
企
業
誘
致
の
取
組
」

●
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

　
「
新
規
就
農
者
支
援
対
策
事
業
」

●
鹿
児
島
県
日
置
市

　
「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
合
宿
誘
致
推
進
事
業
」

●
鹿
児
島
県
南
九
州
市

　
「
南
九
州
市
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
農
家
民
泊
）」

●
埼
玉
県
戸
田
市

　
「
こ
ど
も
の
国
再
整
備
事
業
」

●
愛
知
県
安
城
市

　
「
中
心
市
街
地
拠
点
整
備
事
業
」

●
神
奈
川
県
横
浜
市

　
「
女
性
が
働
き
が
い
の
あ
る
働
き
や
す
い
都
市
づ

　

く
り
」

●
新
潟
県
長
岡
市

　
「
新
庁
舎
建
設
に
係
る
住
民
意
見
の
反
映
方
法
」

●
静
岡
県
熱
海
市

　
「
温
泉
街
の
活
性
化
の
取
組
」

●
栃
木
県
宇
都
宮
市

　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
推
進
に

　

向
け
た
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用
の
推
進
」

　

先
進
的
な
取
組
を
実
施
す

る
自
治
体
の
事
業
を
、
引
き

続
き
調
査
・
研
究
し
、
市
政

の
発
展
に
努
め
て
い
く
考
え

で
す
。

4
月

5
月

議
会
の
動
き

各
会
派
に
よ
る
主
な
先
進
地
調
査

6
月

＜鹿児島市での先進地調査の様子＞

広聴費 
379,084円 
4.4%

研究研修費 
1,564,320円

18.0％

事務費 
398,742円 
4.6% 

調査旅費 
2,837,830円 
32.6％ 

広報費 
2,755,526円 
31.7% 

資料購入費
762,680円 8.8％ 

政務活動費の支出内訳（図表３） 
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市民との意見交換会
を開催しました

令和元年５月７日から13日まで市内15会場において
22回目の市民との意見交換会を開催しました。15会場
で延べ216名にご参加いただき、さまざまなご意見を
伺うことができました。

第22回市民との意見交換会で出された意見等についていくつか紹介いたします。

第22回

意見交換会でいただいた主な意見等とその回答

新庁舎建設について
問①　新庁舎建設の場所は、現在の本庁舎

の場所で決定なのか。
①　どのように新庁舎を建設するか、市

民参加による庁舎検討懇談会で、市民
からの意見要望について検討されてき
た経過があります。第７次総合計画に
おいて市当局から庁舎整備の位置が示
され、議会では一部の議員が反対しま
したが、賛成多数で議決しました。議
決されたことをもって、整備計画が進
められています。

問②　新庁舎を現在の本庁舎の場所に建て
替える費用はどのくらいなのか。

②　現在、本庁舎、栄町第一・第二・第
三庁舎の機能を１ヶ所に集約し、利便
性や耐震性などを考慮した市当局の建
設予算案は、約94億円と見込まれてい
ます。

会津若松駅前整備について
問　会津若松駅前の再整備は、どのよう

な内容で進められるのか。
　本年２月定例会で建設部の予算に会
津若松駅前都市基盤整備事業費が計上
されました。これは基本的に駅前の道
路について調査を行うもので、駅周辺
の道路接続をより良いものにするため
に調査を依頼するものです。調査結果
を受けて、東日本旅客鉄道㈱、日本貨
物鉄道㈱、会津乗合自動車㈱、会津若
松市が協議していくこととなります。

危険箇所への対応について
問　会津総合運動公園わんぱく広場北東

側と市道（市道門３－329）の間に隙
間があり、その隙間から水路に転落す
る恐れがあるため、柵などを設置して
ほしい。
　<事後処理結果>
・５月13日に現地調査し、公園管理者
である花と緑の課と協議を行った結
果、道路管理者である道路維持課と調
整し、侵入防止のための対応を早急に
行うこととなりました。
・５月23日に花と緑の課より、現場対
応が完了したことの報告がありました。

市の財政について
問　新庁舎建設、県立病院跡地の利活用、

会津若松駅前整備など、財政的に厳しい
予定を組んでいるが、大丈夫なのか。
　３事業が重なることで財政的に大きい
負担となるのではないかと懸念されるこ
とから、本年２月定例会では、財政危機
に陥ることのないよう後年度負担の平準
化に意を用い、各事業について財政状況
を十分見極めながら進めていくべきであ
るとの議会としての決議を示したところ
です。
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今回の意見交換会ではこのほかに、これまで
も地域の課題とされてきた除排雪問題のほか、
人口減少問題、ゴミ問題、交通安全対策、道路
整備などに対する意見が寄せられました。

～意見交換会報告書の閲覧ができます～
　市議会ホームページ、議会事務局、各地区公民館、コミュニティセンター等において各地区の意見交換
会報告書を閲覧することができますので、ぜひご覧ください。

特定外来生物について
問　赤井谷地沼野植物群落に近年、特定外

来生物に指定されている植物「オオハン
ゴンソウ」が非常に増えており、パトロ
ールによる駆除だけでは手に負えない状
況である。市でも駆除をお願いしたい。
　<事後処理結果>

　　５月13日に文化課に確認したところ、
「オオハンゴンソウの除去については、
地元に委託しているパトロールおよび
指定地縁辺部の刈払い時に駆除を依頼し
ています。その効果により指定地域への
進入は現在認められていません。しか
し、近年の増加傾向により指定区域への
進入が危惧されることから、専門家の指
導を受けながら地元への駆除依頼回数を
増やすなどの対応を検討していきたい。」
との回答がありました。

ＩＣＴオフィスビルについて
問　ＩＣＴオフィスビル（ＡｉＣＴ）には

予定通りに企業が入居するのか。
　４月18日の産業経済委員会協議会で提
出された資料によると、オフィス棟契約
済みおよび契約見込みの企業の合計は17
社であり、貸室面積は702坪（オフィス
棟貸室全面積に対して72％）となってい
ます。現在も
約10社と入居
交渉中とのこ
とです。

水道事業について
問　市の水道事業は、将来的にすべて民間

に委託されてしまうのか。
　現在は浄水場の運転業務や水道料金徴
収などの一部業務について民間に委託し
ていますが、現時点で全面委託する計画
はありません。

ナイトタイムエコノミーについて
問　ナイトタイムエコノミーはどのよう

な取組なのか。また、外国人観光客だ
けが対象なのか。
　外国人観光客だけでなく、市内に宿
泊された観光客をターゲットとして、
さまざまな観光スポットを見ていただ
いたり、会津の食材を提供する店舗な
どに来店していただくなどして、夜の
市内を楽しんでもらおうとする取組で
す。鶴ケ城などのライトアップもその
一つの取組となっています。

議員定数について
問　議員定数が28名に決まった理由は。

　本市議会は委員会中心主義を採って
おり、「議員間討議が活発に行われて
いる中で議員は７名から８名は必要で
ある」との専門的知見も参考として、
適正な議員定数は何名であるのか協
議・検討した結果、４つの常任委員会
にそれぞれ議員７名と考え、合計28名
となりました。

アスレチック遊具について
問　背あぶり山のアスレチック遊具が壊

れていて危険である。子どもたちの集
う場所としてアスレチック遊具は必要
なので、修繕して使用できるようにし
てほしい。
　<事後処理結果>
　５月17日に花と緑の課に確認したと
ころ、「25ヵ所あるアスレチック遊具
のうち、現在４ヵ所が壊れており、壊
れているものについては、使用できな
いように安全対策を実施しています。
今後、壊れているアスレチック遊具は
撤去する方向で検討しています。」と
の回答がありました。
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市
議
会
議
員
選
挙
が
８
月

４
日
に
行
わ
れ
、
新
し
い
市
議

会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
の
内
容
を
掲

載
し
た
広
報
紙
に
つ
い
て
は
、

例
年
で
す
と
８
月
１
日
に
発

行
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
市

議
会
議
員
選
挙
へ
の
配
慮
か

ら
、
発
行
を
９
月
１
日
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

新
し
い
議
会
構
成
、
議
員
の
紹

介
に
つ
い
て
は
、
10
月
１
日
号

（
臨
時
号
）
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
市
民
の

皆
様
に
と
っ
て
分
か
り
や
す

く
充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。広

報
広
聴
委
員
会

市議会の傍聴においでください！
本市議会の定例会は、年４回（２月、６月、

９月、12 月）開かれます。
本会議は午前10時に、各委員会は午前９

時30分に開会されます。
６月定例会では、会津北嶺高等学校の生徒

の皆さんをはじめ、多くの市民の皆さんが議
会を傍聴されました。

次回の９月定例会の日程は下記のとおりと
なります。入退場も自由にできますので、お
気軽にお越しください。

なお、20 名様以上の団体で傍聴を希望す
る場合は、事前に議会事務局までご連絡いた
だきますようよろしくお願いします。
【議会事務局連絡先：TEL 39-1323】

９
月

　

12
日
（
木
）

　
　

招
集
日
・
本
会
議

　

17
日
（
火
）、
18 

日
（
水
）、
19 

日
（
木
）

　
　

本
会
議
（
個
人
質
問
）

　

20
日
（
金
）

　
　

本
会
議
（
総
括
質
疑
）

　
　

予
算
決
算
委
員
会

　

24
日
（
火
）

　
　

総
務
・
産
業
経
済
委
員
会

　
　

予
算
決
算
委
員
会
第
１
・
第
３
分
科
会

　

25 

日
（
水
）

　
　

文
教
厚
生
・
建
設
委
員
会

　
　

予
算
決
算
委
員
会
第
２
・
第
４
分
科
会

　

26
日
（
木
）

　
　

総
務
・
産
業
経
済
委
員
会

　
　

予
算
決
算
委
員
会
第
１
・
第
３
分
科
会

　

27
日
（
金
）

　
　

文
教
厚
生
・
建
設
委
員
会

　
　

予
算
決
算
委
員
会
第
２
・
第
４
分
科
会

10
月

　

１
日
（
火
）

　
　

予
算
決
算
委
員
会

　

３
日
（
木
）

　
　

最
終
本
会
議

※
な
お
、
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

お待ちしております！


